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【はじめに】

　初回で化学療法を受ける患者よりも複数回経

験している患者の方が感染予防行動を行える印

象があり,化学療法を繰り返す中で,感染予防行

動の重要性に気付いたきっかけがあったのでは

ないかと考えた.

【目的】

　本研究では化学療法を受けた患者が実際に

行っている感染予防行動の内容や感染予防行動

をとるきっかけとなった出来事,感染に対する

認識の変化を明らかにする.

【研究方法】

　1)研究対象：肺がんに罹患しており肺がん化

　学療法を受けている2コース目以降の入院患

　者4名

　2)研究デザイン:質的関係探索的研究デザイン

　3)データ収集方法: 半構成的面接法

【倫理的配慮】

　本研究は院内の倫理審査員会の承認を得,対

象者には研究目的・方法とプライバシー厳守に

ついて口頭及び書面で説明し同意を得た.

【データの分析方法】

　逐語録を作成し,化学療法を受けた患者が感

染予防行動をとるきっかけとなった出来事を

コード化し,共通の意味を持つコードを集めて

カテゴリー化した.

【結果】

　実際に行っている感染予防行動とその行動化

に至る背景として20のサブカテゴリーと12のカ

テゴリーを抽出した. 

【考察】

　化学療法を1度体験し,治療の流れや副作用の

出現パターンを理解したことで精神的負担が軽

減され,感染予防行動へ目を向けることができ

た.感染予防行動に至るきっかけとして,【感染

予防行動をとるようになったきっかけは白血球

が低下した時であった】が明らかになり,実際

の体験をすることで罹患性や重大性に対する意

識が高まり行動化へ至ったことが明確になった．

 

【結論】

　1)実際に行っている感染予防行動は，マスク

　着用,手洗い,うがい，歯磨き,人込みを避け

　る，体調不良時の早期受診であった.

　2) 行動化に至る背景としては，化学療法2

　コース目以降は副作用を理解できたこと,感

　染症になると病気を悪化させる危険性を理解

　したこと，退院を機に感染予防行動に対する

　意識が高まったことであった.

－ 87 －



2

－ 88 －



－ 89 －



－ 90 －


	87cover.pdf
	H27 看護研究集録_Part95.pdf
	H27 看護研究集録_Part96.pdf
	H27 看護研究集録_Part97.pdf
	H27 看護研究集録_Part98.pdf



